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NPO 法⼈環境市⺠ 理事会 第 10 期 第 8 回（通算 100 回）理事会  議事録 

（敬称略） 

(a)⽇時及び場所 

⽇時：2021 年 5 ⽉ 20 ⽇（⽕）13:00-15:09 

場所：環境市⺠事務局＋オンライン 

(b)理事の総数 

14 ⼈(うち定⾜数 10 ⼈)  

(c)出席した理事の⽒名 

加藤良太、杦本育⽣、下村委津⼦、松⽥直⼦ 

（オンラインによる参加） 

⽯崎雄⼀郎、太⽥航平、⽚⼭雅男、嘉⽥由紀⼦（13:30 まで）、神⽥浩史、⽩⽯克孝、瀬⼝亮⼦、早瀬昇、

原⽥紀久⼦、松下和夫、計 14 ⼈出席 

※途中退席の嘉⽥理事は、退席後の表決を議⻑に委任。 

(d)議⻑ 下村委津⼦  

(e)議事録署名⼈ 加藤良太、松⽥直⼦ 

(f)議事録作成者 ⾵岡宗⼈ 

 
■確認・報告事項                                           

環境市⺠ 通常社員総会 開催⽇時 

  ⽇時：2021 年 6 ⽉ 26 ⽇（⼟）14：00 〜15：00  

会場：京エコロジーセンターでの対⾯とオンラインの併⽤ 

下村）役員改選があるのでできるだけ参加をお願いしたい。 

 

■検討決定事項                                             

 

社員総会に付議すべき事項について  

1 2020 年度活動報告（案）、決算報告（案）（資料１） 

■活動報告（案）について 

議⻑より、資料 1 について⼝頭で説明があり、下記の点を修正の上、総会に付議することが全会⼀致で

承認された。 

 

（修正点） 

・「あどぼの学校」収⼊⽀出の数値を修正。 

・通し番号は活動ごとに１から連番にする。 

・報告の⽂字が多すぎ読みにくいので、概要をまとめたものを別途つくる。 
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また、総会での説明⽅法について杦本理事より「総会ではできるだけビジュアルに説明したい」と意⾒

が出された。 

 

■決算報告（案）について 

議⻑より、資料 1-2 について⼝頭で説明があり、下記の点を修正の上、総会に付議することが全会⼀致

で承認された。 

 

（修正点） 

・活動報告書の収⽀と活動計算書の数字が合致しないので、合致させること。 

 

また、下記の意⾒、質疑が⾏われた。 

下村）⼊会 4 ⼈は寂しいかぎり。寄付募集も積極的にできなかったが 139万円集まったのはありがた

い。環境教育事業、環境政策推進事業の収益が⼤きかった。持続化給付⾦により家賃などがまかな

えた。活動ができなかったため出費も少なく、繰越⾦が増えた。 

松⽥）退会者の数は？ 

下村）数字は出していない。主にシニア層からの退会連絡が多い。 

 

2 監査報告について（資料２） 

議⻑より、資料 2 について⼝頭で説明があり、この内容にて総会に付議することが全会⼀致で承認され

た。 

 

3 役員選任案（資料４） 

議⻑より、資料 4 について⼝頭で次の説明があった。 

前回理事会で提案のあった３⽒（浅利美鈴さん、千葉知世さん、平賀 緑さん）から承諾の返答があり、

再任を求める理事候補者と共に資料４により総会に提案し、承認を経て、就任の⼿続きを進めることとな

る。また、選任直後に理事会を開催し、代表理事、副代表理事を互選することとなる。 

提案の内容にて総会に報告することが全会⼀致で承認された。 

 

4 定款変更案（前回の理事会で承認済み）（資料５） 

議⻑より、資料 5 について⼝頭で説明があり、この内容にて総会に付議することが全会⼀致で承認され

た。 

 

社員総会に報告すべき事項について 

5 2021 年度活動計画（案）、活動予算（案）（資料３） 
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■活動計画（案）について 

議⻑より、資料 3 について⼝頭で説明があり、出された意⾒をもとに再度精査し、メールによる承認を

得た上で、総会に報告することが全会⼀致で承認された。 

 

■活動予算（案）について 

議⻑より、資料 3-2 について⼝頭で説明があり、出された意⾒をもとに再度精査し、メールによる承認

を得た上で、総会に報告することが全会⼀致で承認された。 

 

また、活動計画（案）、活動予算（案）に関して、下記の意⾒、質疑が⾏われた。 

松⽥）2021 年度の新規事業はなにか。 

下村）サービスグラントとの協働による広報ツールの作成、⼤阪⼤学との協働による「持続可能な消費」

推進事業などがある。 

杦本）2021 年度の活動計画については、理事各位からもコメント、アイディア等を挙げていただければ

ありがたい。予算の⽅は、活動が具体化する中で⾦額が変化、膨らんでくることもあるかと思うの

で、それによって再検討することになる。 

松下）現在の政権が打ち出した「ネットゼロ」「グリーンリカバリー」等の施策について、なぜ、それが

必要なのか等について、より分かりやすく解説する必要があるのではないか。また、地域や⾃治体に

おける脱炭素化や持続可能社会の実現に向けて、コンサルタント企業等が関与していくケースが多い

と思うが、本来的には環境市⺠がそこを担えるのではないか。 

杦本）⾃治体等の環境基本計画への策定サポートにおいて、ネットゼロ等を盛り込むなどの取り組みをし

ていきたい。コンサル等との協業の経験もあるので、その点にも⼒を⼊れていきたい。 

下村）環境教育においても脱炭素化について重要になっており、それをどのように伝えていくことができ

るのか焦点になっている。 

 

（以下については審議未了で検討できなかったので、メール等で相談することとした。） 

6  総会開催での役割分担 

会場設営、機材セッティング、議⻑案、議事録署名⼈案、 

記 録（今回は法務局への提出が必要）、交流会進⾏役 

以上 

署名欄 

議    ⻑ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿    

 

議事録署名⼈ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

議事録署名⼈ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 


